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5月15日、常北幼稚園の園児51人が水戸市消防本部北消

防署城里出張所を見学しました。

子ども達は、間近で見る消防車や救急車に興味津々。消

防署員の方のお話も、熱心に聞き入っていました。

見学が終わると消防車に乗せてもらい、子どもたちは大

感激。

人々の暮らしを守る消防の仕事を、とても身近に感じた

一日でした。
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４
月
29
日
、
内
閣
府
よ
り
春
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
元
城
里
町
七
会
消
防
団
副
団
長
の
山
口
保
さ

ん（
大
網
在
住
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
、
元
国
勢
調
査
員
の
片

根
猛
さ
ん（
石
塚
在
住
）
が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
は
元
陸
上
自
衛
隊
員
の
小

豊

さ
ん（
増
井
在
住
）が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
春
・
秋
の
叙
勲
と
は
別
に
米
寿
を
迎
え
た
と
き

に
贈
ら
れ
る
高
齢
者
叙
勲
が
、
４
月
１
日
付
け
で
発
令
さ

れ
、
元
七
会
村
議
会
議
員
の
山
口
孝
作
さ
ん（
徳
蔵
在
住
）

が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
児
童
の
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
、
交
通
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
各
小
中
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
園
で
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
月
28
日
、
小
松
小
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全
教
室
で

は
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
の
ご

協
力
の
も
と
、
講
話
と
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
〜
３
年
生
は
、
腹
話
術
を
使
っ
た
講
話
で
、「
道
路

に
は
絶
対
飛
び
出
さ
な
い
」「
道
路
は
良
く
見
て
渡
る
」

な
ど
交
通
安
全
の
き
ま

り
に
つ
い
て
確
認
し
、

実
際
に
道
路
に
出
て
、

横
断
歩
道
を
渡
る
練
習

を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
〜
６
年
生

は
校
庭
の
模
擬
道
路
で

正
し
い
自
転
車
の
乗
り

方
を
練
習
。
自
転
車
を

使
用
す
る
前
の
点
検
方

法
や
、
左
右
確
認
の
仕

方
に
つ
い
て
、
一
人
ひ

と
り
指
導
を
受
け
ま
し

た
。子

ど
も
達
は
、
交
通

安
全
教
室
を
通
し
て
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
は
、「
命
」
を
大
切

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

右、左、もう一度右を見て手を上げて走り出す前に、必ず左右確認

山
口
孝
作
さ
ん

山
口
さ
ん
は
旧
七
会
村
議
会
議
員

と
し
て
昭
和
42
年
か
ら
58
年
ま
で
の

間
、
４
期
16
年
間
に
わ
た
り
地
方
自

治
発
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。「

勲
章
を
い
た
だ
け
る
と
は
予
期

し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も

あ
り
が
た
く
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
受
章
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

小

豊
さ
ん

小

さ
ん
は
昭
和
40
年
に
陸
上
自

衛
隊
に
入
隊
。
大
宮
駐
屯
地
や
勝
田

駐
屯
地
に
配
属
と
な
り
、
平
成
12
年

に
２
等
陸
尉
と
し
て
退
官
さ
れ
る
ま

で
、
35
年
の
長
き
に
わ
た
り
職
務
に

精
励
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
、「
今
ま
で
の
自
分

の
実
績
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
光

栄
に
思
い
ま
す
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

山
口
　
保
さ
ん

山
口
さ
ん
は
昭
和
21
年
旧
七
会
村
消
防
団
に

入
団
。
分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
し
、
合
併
後

も
平
成
19
年
ま
で
、
実
に
60
年
以
上
の
長
き
に

わ
た
り
地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
身
に
余
る
光
栄
で

す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

片
根
　
猛

さ
ん

片
根
さ
ん
は
昭
和
25
年
〜
平
成
17
年
の
国
勢

調
査
12
回
を
は
じ
め
、
農
業
セ
ン
サ
ス
調
査
、

事
業
所
統
計
調
査
な
ど
、
合
わ
せ
て
64
回
の
各

種
統
計
調
査
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
は
、「
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
。
家
族
の
協
力
に
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
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第
22
回
城
北
地
方
中
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
４
月
27
日
・
29
日
の

２
日
間
、
常
北
中
及
び
七
会
中
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
男
女
と
も
近
隣
の
市

町
村
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
。
各
チ
ー

ム
懸
命
の
プ
レ
ー
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
常
北
中
と
七

会
中
が
参
加
し
、
常
北
中
女
子
が
第
３

位
、
七
会
中

女
子
が
第
４

位
、
常
北
中

男
子
が
第
８

位
の
成
績
を

収
め
ま
し

た
。
上
位
の

成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〔
男
子
〕

優
　
勝
　
友
部
二
中

準
優
勝

佐
野
中

第
３
位

美
野
里
中

第
４
位

岩
間
中

〔
女
子
〕

優
　
勝

那
珂
湊
中

準
優
勝

梅
香
中

第
３
位

常
北
中

第
４
位

七
会
中

４
月
24
日
エ
コ
ス
城
里
店
に
て

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

笠
間
警
察
署
や
町
の
防
犯
連
絡

員
の
皆
さ
ん
が
、
買
い
物
に
来
て

い
た
方
な
ど
に
啓
蒙
品
を
配
布

し
、
家
庭
や
地
域
で
の
防
犯
を
よ

び
か
け
ま
し
た
。

４
月
に
町
内
の
放
牧
場
で
開
牧

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
城
里
町
に

は
常
北
地
区
に
鍛
冶
屋
沢
共
同
放

牧
場
、
桂
地
区
に
矢
の
目
沢
共
同

放
牧
場
、
七
会
地
区
に
小
勝
共
同

放
牧
場
が
あ
り
、
町
内
各
所
で
飼

わ
れ
て
い
る
繁
殖
牛
が
毎
年
４
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
こ
の
３
つ
の

牧
場
に
集
め
ら
れ
放
牧
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
畜
保
健
所
の
獣
医
に
よ
る
検
査
の
後
、
今
年
も
合
計
50

頭
の
牛
が
広
々
と
し
た
牧
場
に
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

笠
間
芸
術
の
森
公
園
に
て
行
わ
れ
た
第
27
回
陶
炎
祭
（
ひ
ま
つ

り
）
に
お
い
て
小
学
生
土
面
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
笠

間
市
と
城
里
町
の
小
学
６
年
生
約
１
０
０
０
人
が
制
作
し
た
土
面

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
５
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
城
里
町
長
賞
に
七
会
東
小
の

小
林
加
奈
さ
ん
、
城
里
町
教
育
長

賞
に
岩
船
小
の
前
島
沙
友
里
さ
ん

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

町
内
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
敬
称
略
）

陶
炎
祭
優
秀
賞

（
城
里
町
長
賞
）

七
会
東
小
　
小
林
　
加
奈

陶
炎
祭
優
秀
賞

（
城
里
町
教
育
長
賞
）

岩
船
小
　
　
前
島
沙
友
里

陶
炎
祭
賞

石
塚
小
　
　
橋
本
　
　
翼

石
塚
小
　
　
江
幡
　
俊
耶

石
塚
小
　
　
永
山
　
道
紀

小
松
小
　
　
大
畑
　
愛
香

古
内
小
　
　
加
藤
　
綾
華

青
山
小
　
　
石
井
つ
か
さ

圷
小
　
　
　
伊
藤
　
卓
馬

北
方
小
　
　
関
根
　
秀
人

沢
山
小
　
　
石
崎
　
芽
吹

七
会
西
小
　
男
女
嶋
沙
織

第３位の常北中女子

城里町教育長賞を受賞した前島沙友里さん 城里町長賞を受賞した小林加奈さん

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？
〜
家
の
防
犯
を
見
直
そ
う
〜

●
玄
関
や
窓
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
し
ま
し
ょ
う

●
短
時
間
の
外
出
や
在
宅
中
で
も
必
ず
施
錠
し
ま
し
ょ
う

●
防
犯
セ
ン
サ
ー
等
の
防
犯
機
器
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

●
見
知
ら
ぬ
人
を
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う

●
家
の
周
り
に
照
明
を
付
け
ま
し
ょ
う
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住基カードを活用しましょう！

住基カード（住民基本台帳カード）は、住民基本台帳法に基づき市町村が発行するIC

カードです。写真付き（住所・氏名・性別・生年月日を記載）と写真なし（氏名のみ記

載）の２種類あり、有効期限は10年間です。ただし、城里町で発行した住基カードは城

里町から転出すると失効になります。

＊公的な身分証明書として利用できます＊

●写真付きの住基カードは、公的な身分証明書として利用できます
・住民票や戸籍謄抄本、印鑑登録証明書等を取得する際の本人確認
・戸籍の届出の際の本人確認
・銀行などの金融機関における新規口座開設や10万円を超える振込みの際の本人確認
・パスポートの新規発給の際の本人確認
・成人識別たばこ自動販売機での購入で必要になる「taspo（タスポ）」の作成申請の際の本人確認
・クレジットカード等の契約の際の本人確認……など

●電子証明書を取得すれば、行政手続きのインターネット申請が可能になります
例：国税の電子申告・納税（e-Tax）

自動車保有関係手続きのワンストップサービス（OSS）
地方税の電子申告・納税（eLTAX）

●e-Taxで確定申告すれば、税額控除が受けられます
平成20年分の所得税の確定申告について、電子証明書を付加して電子申告を行えば、最高５千

円の税額控除が受けられます。
ただし、平成19年分においてすでに控除を受けた場合は、対象となりません。
※ご自宅からインターネットを使って申請をする際には、ＩＣカード読み取り装置（ＩＣカー
ドリーダ・ライター）が必要になります。

＜写真付き住基カード＞ ＜写真無し住基カード＞

茨城県東茨城郡城里町

茨城県東茨城郡城里町役場町民課

0000年00月00日まで有効
昭和＊＊年＊＊月＊＊日 性別 女
住基　花子
城里町○○

生年月日

氏　　名

住　　所

連絡先

住民基本台帳カード

茨城県東茨城郡城里町

茨城県東茨城郡城里町役場町民課

0000年00月00日まで有効

住基　太郎氏　　名

連絡先

住民基本台帳カード

＊インターネット申請・届出に利用できます＊

（ ）

０２９－２８８－３１１１
住基カードについては町民課（内線１１０）
e-Taxについては税 務 課（内線１２３）
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広　告

●
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
募
集
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
と

地
域
の
環
境
美
化
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

対
　
象

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
自
治
会
、
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
等

申
込
方
法

教
育
委
員
会
事
務
局

に
て
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出

締
切
り

６
月
17
日

●
家
庭
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加

者
募
集

子
育
て
の
悩
み
や
疑
問
、
家
庭

や
地
域
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
皆

さ
ん
で
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

６
月
21
日

午
前
10
時
〜

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
城
里

内
　
容

「
み
ん
な
で
支
え
る
家

庭
の
力

み
ん
な
で
育
て
る
地

域
の
力
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

水
戸
女
子
高
等
学
校
長
　
鈴
木

康
之
氏

申
込
方
法

電
話
に
て
申
込
み

締
切
り

６
月
17
日

県
で
は
、
知
事
が
県
民
の
皆
さ

ま
と
県
政
に
つ
い
て
意
見
交
換
す

る
「
知
事
と
語
ろ
う
『
明
日
の
茨

城
』」
を
開
催
し
ま
す
。「
茨
城
」

に
つ
い
て
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と

や
、
お
気
づ
き
に
な
っ
た
こ
と
を

知
事
に
直
接
伝
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

期
　
日

７
月
９
日

午
後
２
時
〜

場
　
所

県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

（
笠
間
市
平
町
１
４
１
０
）

対
　
象

20
歳
以
上
の
方

募
集
人
数

１
０
０
人
　

参
加
費

無
料

応
募
方
法

郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

締
切
り

６
月
25
日

※
当
日
消
印
有
効

前
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税

基
準
額
が
15
万
円
以
上
の
方
は
、

原
則
そ
の
１
／
３
相
当
額
を
そ
れ

ぞ
れ
７
月
（
第
１
期
分
）
と
11
月

（
第
２
期
分
）
に
納
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、

６
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
予
定

納
税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
の
う
え

期
日
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

納
　
期

７
月
１
日
〜
31
日

（
第
１
期
）

納
付
場
所

金
融
機
関
、
水
戸
税

務
署

（
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
７
月
31
日
に
指
定
の
金

融
機
関
口
座
よ
り
引
落
し
と
な

り
ま
す
）

※
な
お
、
第
１
期
分
の
予
定
納

税
の
減
額
申
請
を
す
る
場
合
は

７
月
15
日
ま
で
に
「
予
定
納
税

額
の
減
額
申
請
書
」
を
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
方

研
修
期
間

８
月
〜
平
成
21
年
３

月
の
う
ち
の
14
日
間
（
国
内
研

修
８
日
間
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ

イ
海
外
研
修
６
日
間
）

参
加
負
担
金

10
万
円

応
募
方
法

応
募
用
紙
等
を
町
教

育
委
員
会
に
提
出

応
募
締
切

６
月
30
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

で
は
、
次
の
期
間
、
図
書
整
理
の

た
め
図
書
室
の
み
休
館
と
な
り
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間

６
月
16
日

〜
21
日

町
教
育
委
員
会
事
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
知
事
と
語
ろ
う
『
明
日
の

茨
城
』」
参
加
者
募
集

所
得
税
の
予
定
納
税
（
第
１
期
分
）

の
納
税
を
お
忘
れ
な
く
！

青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

い
ば
ら
き
若
者
塾
参
加
者
募
集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城

里
図
書
室
休
館
の
お
知
ら
せ

問
合
せ

水
戸
税
務
署

０
２
９
―
２
３
１
―
４
２
１
１

問
合
せ
県
女
性
青
少
年
課

０
２
９
―
３
０
１
―
２
１
８
３

申
込
み
先
・
問
合
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
３
５

問
合
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

０
２
９
―
２
８
８
―
６
１
０
０

申
込
先
・
問
合
せ

〒
３
１
０
―
０
８
０
２
　
水

戸
市
柵
町
１
―
３
―
１
　
県
北

地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活
課

０
２
９
―
２
２
５
―
２
４
９
０

０
２
９
―
２
２
８
―
１
７
２
５

hokusokenm
in@
pref.iba

raki.lg.jp
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広　告

事
故
と
い
う
と
交
通
事
故
や
地

震
な
ど
の
災
害
を
思
い
起
こ
し
ま

す
が
、
実
際
は
家
庭
内
で
事
故
に

遭
う
人
も
意
外
と
多
い
の
で
す
。

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住

ま
い
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
講
座

を
開
講
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

６
月
18
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

内
　
容

第
１
部
…
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
試
買
テ
ス
ト
結
果
報
告

「
や
か
ん
を
安
全
に
使
う
た
め
に
」

第
２
部
…
講
演
「
住
ま
い
の
安
全

対
策
〜
ご
存
知
で
す
か
？
家
の
中

に
潜
む
危
険
〜
」
講
師
　
㈱
松
下

電
工
　
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

日
野
育
雄
氏

参
加
費

無
料

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
申
込
み

●
県
近
代
美
術
館

「
法
外
な
絵
画
　
奥
谷
博
展
」

戦
後
洋
画
壇
の
代
表
作
家
と
し

て
活
躍
を
続
け
て
い
る
奥
谷
博
の

回
顧
展
で
す
。

期
　
間

６
月
７
日

〜
７
月
21

日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）

●
大
洗
夏
の
イ
ベ
ン
ト

海
水
浴
場
開
設
期
間
（
37
日
間
）

７
月
19
日

〜
８
月
24
日

‘08
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in
大
洗

日
　
時

７
月
26
日

・
27
日

会
　
場

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

大
洗
海
上
花
火
大
会

日
　
時

７
月
26
日

開
催
場
所

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

盆
踊
り
の
夕
べ

日
　
時

８
月
３
日

場
　
所

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
前

芝
生
広
場

大
洗
八
朔
祭

日
　
時

８
月
23
日

・
24
日

８
月
25
日

神
事

場
　
所

大
洗
町
内
・
磯
前
神
社

Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
０
８

サ
ー
フ
ィ
ン
＆
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド

日
　
時

８
月
30
日

・
31
日

場
　
所

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

２
０
０
８
茨
城
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

期
　
日

８
月
30
日

〜
31
日

開
催
場
所

大
洗
マ
リ
ー
ナ

商
品
試
験
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

問
合
せ

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
９
―
２
２
４
―
４
７
２
２

０
２
９
―
２
２
６
―
９
１
５
６

問
合
せ

県
近
代
美
術
館

０
２
９
―
２
４
３
―
５
１
１
１

問
合
せ

大
洗
町
商
工
観
光
課

０
２
９
―
２
６
７
―
５
１
１
１

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

おお
出出
かか
けけ
くく
だだ
ささ
いい
！！
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※マル福制度の窓口は保険課となります。
申請には、印鑑、健康保険証、所得課税証明書が必要です。（転入等により城里町以外の市町村に所得の申告

をされている方はその市町村の所得課税証明書）
障害者のマル福を申請する場合は、障害の程度が確認できる書類を窓口に提示して下さい。

※65歳以上の重度障害者の方については、平成20年４月１日よりマル福の適用が変更となりました。
変更内容等詳細については、お知らせ版４月号に掲載していますのでご覧ください。

【問合せ】 保険課　 029‐240‐6630（直通）

マル福の種類 対　　　象　　　者

妊　産　婦 母子手帳の交付を受けた妊産婦

乳　幼　児 ０歳から小学校入学前までの乳児・幼児

特例児童・特例乳幼児 小学校入学から小学校卒業までの児童
（マル特） 小学校入学前で所得制限によりマル福制度を受けていない乳幼児

・身体障害者手帳１級・２級及び３級（内部障害）の方
・療育手帳の判定が○A・Aの方

重度心身障害者 ・国民年金の障害年金１級に該当する方
・特別児童扶養手当１級の方 等
※65歳以上の方につきましては長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の被
保険者となられた方を対象といたします。

母子・父子家庭 18歳未満の児童を監護する母子家庭の母または父子家庭の父とその児童

マル福制度とは、医療保険を使って病院などにかかった場合、医療費の一部負担金を助成する制
度です。保険が適用されない健康診断、予防接種、薬の容器代、差額ベッド代等は助成されません。

現在使用されている医療福祉費受給者証が平成20年７月１日から新しくなりますので、
次により更新の手続きをしてください。

医療福祉費受給者証（マル福）の について

日　時 ６月26日（木）・27日（金）・30日（月） 午前９：00～午後５：00

場　所 保険課（常北保健福祉センター内）、桂支所、七会支所

持参するもの

（１）健康保険証　　（２）印鑑　　（３）更新通知書
（４）身体障害者手帳、療育手帳、国民年金（障害福祉年金、障害年金）1級証書、

児童扶養手当証書等交付されている証書類
（５）①平成20年１月１日以降城里町に転入された方は、前住所地（平成20年１月１日現

在の住所地）の平成20年度所得課税証明書
②城里町外の方の扶養になっている方は、扶養義務者の平成20年度所得課税証明書

～マル福（重度心身障害者、母子・父子家庭）を受給されている方へ～



10月以降
10月～３月分の保険料は年金から
天引き（特別徴収）となります。

10月以降

７月中旬
Ｈ20年度保険
料のお知らせ

10月～３月分の保険料は年金から
天引き（特別徴収）となります。

4月～9月分
（第1期～第3期）の
保険料の納付書

７月下旬～８月上旬
特別徴収開始
のお知らせ

７月中旬
Ｈ20年度保険
料のお知らせ

4月～3月分
（第1期～第8期）の
保険料の納付書

年金受給額が年間18万円以上で、後期高齢者医
療保険料＋介護保険料の金額が年金受給額の
１／２以下の方

9 2008年6月広報しろさと

平成20年４月から長寿医療制度（後期高齢者医療制度）が開始され、保険料の納付が始まっています。しか
し、下記に該当の方は、７月以降に保険料の納付が始まりますので、通知書や納付書がご家庭に送付されます。

●後期高齢者医療保険料　普通徴収の納期について

【問合せ】 保険課　 ０２９－２４０－６６３０（直通）

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月
後期高齢者医療保険料 １期分 ２期分 ３期分 ４期分 ５期分 ６期分 ７期分 ８期分

納　付　日 7／31 9／1 9／30 10／31 12／1 12／24 2／2 3／2

年金受給額が年間18万円未満、または後期高齢
者医療保険料＋介護保険料の金額が年金受給額
の１／２以上の方

７月下旬～
８月上旬

Ｈ20年度保険
料のお知らせ

特別徴収開始
のお知らせ

７月中旬
Ｈ20年度保険
料のお知らせ

10月～3月分
（第4期～第8期）の
保険料の納付書

年金受給額が年間18万円以上で、後期高齢者医
療保険料＋介護保険料の金額が年金受給額の
１／２以下の方

年金受給額が年間18万円未満、または後期高齢
者医療保険料＋介護保険料の金額が年金受給額
の１／２以上の方

被用者保険の被扶養者であった
方は、Ｈ20年４月～９月分の
保険料は、かかりません



沢山診療所
（歯科）

住所：阿波山165番地

10広報しろさと 2008年6月

診療日と診療時間について

※急患等により、休診となる場合があります。

診療日：○、休診日：×

県政ふれあいバスとは、県民の皆様に県の施設などを見学してもらうことで、県政に対する理解と関心を深
めていただくために行っているものです。

コース名
見 学 施 設 対　　象 発着場所

発着時刻
定員

期　日 集合 出発 帰着
一般コース 吉田正音楽記念館

一　般
水戸合同庁舎 8:50 9:00 17:00

30人
7月23日 天心記念五浦美術館 那珂市中央公民館 9:30 9:40 16:30

親子ふれあいコースＡ 工業技術センター
小中学生・保護者

常陸大宮市役所 8:10 8:20 16:40
30人

7月25日 アクアワールド大洗水族館 水戸合同庁舎 9:10 9:20 15:40
親子ふれあいコースB 畜産センター

小中学生・保護者
笠間市営荒町駐車場 8:20 8:30 17:10

30人
8月6日 霞ヶ浦環境科学センター 小美玉市役所 9:10 9:20 16:30

●参加対象● 【一般コース】15歳以上の県内居住者（中学生は除く）
【親子ふれあいコース】県内居住の小中学生とその保護者（子どものみ、大人のみは不可）
※全てのコースにおいて、県職員は対象外

●申込方法● 官製往復はがきに必要事項（住所、氏名、電話番号、年齢、性別、職業又は学年、希望日、コ
ース名及び発着場所）を記入のうえ、申込先までお送り下さい。なお、１枚のはがきで４名ま
で申込みできますが、必要事項は参加希望者全員分ご記入ください。

●申込期限● ６月27日（金）
●参 加 費● 無料（昼食や飲み物、筆記用具等は各自用意してください。）
●そ の 他● 参加申込み多数の場合は抽選で決定します。

同一コースに対する複数のはがきによる申込みは不可とします。また、雨天決行です。
●申 込 先● 〒301－0802 水戸市柵町1－3－1

県北地方総合事務所県民生活課　県政ふれあいバス担当　 029－225－2490

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 祝　日

9 時～12時 ○ ○ ○ ○ ○ ○
休 休

14時～17時 ○ ○ ○ ○ ○ ×
（※毎月第3木曜日休診・毎月第2、4、5土曜日休診）

診療日
診療時間

七会診療所
（医科）

住所：小勝516番地

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 祝　日

9 時～12時 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14時～17時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休
17時～19時 ○ × × ○ × ×

診療日
診療時間

七会診療所
（歯科）

住所：小勝516番地

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 祝　日

9 時～12時 ○ ○ × ○ ○ ○
休 休

14時～17時 ○ ○ × ○ ○ ○

診療日
診療時間
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生
日

愛
の
灯
り
を
一
氣
に
吹
き
ぬ

宮
　
本
　
ふ
み
江

春
彼
岸
ひ
と
夜
ふ
き
た
る
風
な
ぎ

て
墓
の
香
煙
天そ

ら

に
吸
は
る
る

所
　
　
　
美
恵
子

土
井
さ
ん
と
「
き
ぼ
う
」
を
載
せ
て
エ
ン
デ

バ
ー
は
宇
宙
の
闇
を
き
ら
め
か
し
飛
べ
り

青
　
柳
　
京
　
子

夫
の
病
は
す
べ
て
に
手
当
て
せ
し
と
ふ

も
死
の
告
知
に
み
な
石
の
ご
と
黙も

だ

す

山
　
形
　
式
　
妙

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
読
み
終
え
ぬ
間
に
幼
孫
は

眠
れ
り
か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
に
揺
ら
れ
て

渡
　
辺
　
千
紗
子

お
別
れ
の
言
葉
涙
に
噎む

せ

ぶ
孫
娘

ま

ご

生

前
の
慈
愛

あ

い

深
き
山
形
先
生

せ

ん

せ

い

秋
　
山
　
愛
　
子

山
の
青
さ
の
中
に
其
処
彼
処
真
っ

赤
に
も
え
る
山
つ
つ
じ
か
な

阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

点
滴
の
窓
よ
り
見
え
る
鯉
幟
さ
く

ら
花
景
優
雅
に
泳
ぐ

岩
　
下
　
通
　
子

チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ
陽
光
浴
び
て
競
え

咲
く
赤
い
グ
ラ
ス
の
花
見
の
宴

仲
　
田
　
こ
　
う

瓜
連
の
ボ
タ
ン
桜
に
誘
わ
れ
て

人
々
の
群
れ
に
花
ま
さ
り
咲
く

富
　
田
　
欽
　
子

都
会
で
は
味
わ
い
な
い
ね
新
緑
の

緑
の
風
と
こ
の
良
い
空
気

岩
　
下
　
美
知
野

我
が
家
を
か
こ
み
て
咲
き
し
山
桜

花
の
飾
り
し
春
の
山
か
な

鶴
　
田
　
す
　
が

山
ツ
ツ
ヂ
真
赤
に
萌
へ
て
あ
ざ
や

か
に
亡
き
夫
形
見
花
の
う
る
わ
し

市
　
川
　
義
　
子

強
風
は
杉
の
巨
木
を
倒
し
た
り
裂

け
た
る
幹
の
香
の
な
ま
な
ま
し

枝
　
　
　
不
　
美

ゆ
ら
ゆ
ら
と
風
吹
く
ま
ま
に
揺
れ
な

が
ら
柳
は
そ
れ
ぞ
れ
揺
れ
方
異
に
す

片
　
見
　
和
　
枝

広
大
な
「
風
土
記
の
丘
」
を
占
め
て

咲
く
桜
花

さ
く
ら

を
古
代
の
人
も
愛
で
し
や

川
　
上
　
千
代
子

般
若
寺
の
し
だ
れ
桜
は
雨
に
散
り

落
花
ふ
み
行
く
は
寂
し
か
り
け
り

島
　
　
　
愛
　
子

苺
狩
り
摘
み
放
題
に

張
り
て
は

幼
ら
園
内
を
飛
び
廻
り
を
り

多
　
田
　
志
保
子

朝
あ
け
に
逝
き
た
る
夫つ

ま

の
い
と
お

し
き
声
に
押
さ
れ
て
仕
事
を
始
む

坪
　
井
　
き
よ
子

水
仙
の
群
れ
は
恰あ

た
か

も
春
の
使
者
子

球
を
連
れ
て
今
年
も
来
た
る

萩
　
谷
　
登
喜
子

小
雨
降
る
浄
土
ヶ
浜
に
観
光
船
を

追
い
て
か
も
め
は
入
り
乱
れ
飛
ぶ

冨
　
田
　
佐
智
子

禿
げ
頭
無
賃
乗
車
の
蝿
止
ま
り

青
　
木
　
新
三
郎

主
語
の
な
い
会
話
が
弾
む
老
夫
婦

北
　
野
　
　
　
武

夏
川
で
は
し
ゃ
ぐ
子
等
見
る
父
の
顔

永
　
井
　
英
　
陽

の
し
か
か
る
雲
へ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
白
い
息

中
　
島
　
芳
　
春

名
物
を
食
べ
た
く
な
っ
て
途
中
下
車

山
　
本
　
隆
　
荘

「
桜
田
門
外
の
変
」
映
画
化

先
日
新
聞
に
水
戸
市
民
の
有

志
が
「
桜
田
門
外
の
変
」
を
題
材

に
し
た
映
画
作
り
を
進
め
て
い

る
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し

た
。吉

村
昭
原
作
の
『
桜
田
門
外

ノ
変
』
を
映
画
化
す
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
が
、
井
伊
大
老
襲
撃

を
決
行
し
た
18
名
の
中
に
は
城

里
町
か
ら
鯉
淵
要
人
（
旧
上
古

内
村
）
と
増
子
金
八
（
旧
石
塚

村
）
の
２
名
が
参
加
し
て
お
り
、

ま
た
、
こ
の
小
説
の
中
に
は
、

同
じ
水
戸
藩
で
旧
孫
根
村
出
身

の
加
藤
木
賞
三
の
名
前
も
再
三

登
場
し
て
い
ま
す
。

小
説
は
、
井
伊
大
老
襲
撃
の

指
揮
を
執
っ
た
関
鉄
之
介
を
主

人
公
に
こ
の
事
件
を
描
い
て
お

り
ま
す
。
彼
は
江
戸
で
の
争
闘

の
の
ち
、
実
に
１
年
８
ヶ
月
余

り
の
間
、
支
援
者
の
所
な
ど
を

転
々
と
し
つ
つ
身
を
潜
め
、
追

っ
手
を
逃
れ
新
潟
県
関
川
村
の

荒
川
峡
ま
で
辿
り
着
き
ま
す

が
、
最
期
は
水
戸
藩
吏
に
よ
っ

て
捕
縛
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も

こ
の
荒
川
峡
を
通
っ
た
事
が
あ

り
ま
す
が
、
潜
行
し
な
が
ら
よ

く
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
辿

り
着
い
た
も
の
だ
と
感
心
す
る

と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
人
は

意
外
と
広
範
囲
の
交
友
関
係
を

持
っ
て
い
て
、
情
報
通
信
網
の

発
達
し
た
現
代
の
人
達
よ
り
も

濃
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
桜
田
門
外
の
変
」
に
つ
い

て
、
評
価
は
様
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
司
馬

太
郎
は
自
ら

の
著
書
『
幕
末
』
の
な
か
で
、

「
斬
ら
れ
た
井
伊
直
弼
は
、
そ

の
最
も
重
大
な
歴
史
的
役
割

を
、
斬
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

果
た
し
た
。
三
百
年
幕
軍
の
最

精
鋭
と
い
わ
れ
た
彦
根
藩
は
、

十
数
人
の
浪
士
に
斬
り
こ
ま
れ

て
惨
敗
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

倒
幕
の
推
進
者
を
躍
動
さ
せ
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
維
新
の
招

来
を
早
め
た
と
い
え
る
。」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
志
を
持
ち
、

戦
い
、
散
っ
て
い
っ
た
者
達
の

行
い
と
尊
い
命
が
歴
史
を
動
か

し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の

魂
は
救
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

映
画
製
作
の
成
功
を
祈
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。



13 2008年6月広報しろさと

新着図書から

▼そのノブは心の扉／劇団
ひとり／文芸春秋▼菜種晴
れ／山本一力／中央公論新
社▼零崎曲識の人間人間／
西尾維新／講談社▼ジー
ン・ワルツ／海堂尊／新潮
社▼戸村飯店青春100連
発／瀬尾まいこ／理論社▼
論理と感性は相反しない／
山崎ナオコーラ／講談社▼
ダーリンは外国人w i t h
BABY／小栗左多里／メデ
ィアファクトリー▼弁護士
いらず／三浦和義／太田出
版▼クレジット・サラ金列
島で闘う人びと／横田一／
岩波書店▼凛とした「女性
の基礎力」／坂東真理子／
暮しの手帖社▼季節の保存
食／石原洋子／家の光協会
▼茨城再生の道／友末忠
徳／茨城新聞社出版局▼日
本料理の歴史／熊倉功夫／
吉川弘文館▼ショーケン／
萩原健一／講談社▼首都圏
子どもがよろこぶのりもの
いっぱい！おでかけガイ
ド／アミーカ／メイツ出版
▼子どもを伸ばす手仕事・
力仕事／辰巳渚／岩崎書店
▼ダライ・ラマ自伝／ダラ
イ・ラマ／文芸春秋▼
WindowsXPを快速にする
本／毎日新聞社▼すぐ使い
たい裂織りバッグ／松永治
子／文化出版局▼筋トレ以
前のからだの常識／平石貴
久／講談社▼あまんきみこ
童話集１～６／あまんきみ
こ／作／ポプラ社

カレンダー 6・7月
日 月 火 水 木 金 土

6/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 7/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

村越匡芳
池田書店

杉山茂樹
光文社

あんびるやすこ
岩崎書店

高橋洋一
講談社

さ
ら
ば
財
務
省
！

４
―
２
―
３
―
１

日
本
一
の
エ
リ
ー
ト
集
団
は
、
か

く
も
腐
り
果
て
て
い
た
！
「
小
泉
・

竹
中
改
革
」
の
司
令
塔
と
し
て
、「
郵

政
民
営
化
」
「
道
路
公
団
民
営
化
」

「
公
務
員
制
度
改
革
」
な
ど
を
実
現
し

た
異
能
キ
ャ
リ
ア
が
財
務
省
と
訣
別
、

改
革
つ
ぶ
し
の
す
べ
て
を
暴
露
す
る
。

１
ト
ッ
プ
よ
り
２
ト
ッ
プ
の
ほ
う

が
攻
撃
的
？
３
バ
ッ
ク
よ
り
４
バ

ッ
ク
の
ほ
う
が
守
備
的
？
攻
撃
サ

ッ
カ
ー
を
象
徴
す
る
現
在
流
行
の
４

―
２
―
３
―
１
を
は
じ
め
、
サ
ッ
カ

ー
の
代
表
的
な
布
陣
を
戦
術
的
な
視

点
か
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

マーティ・フリードマン
日経ＢＰ社

大岡信
岩波書店

歌
仙
の
愉
し
み

い
ー
じ
ゃ
ん
！
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ

当
代
随
一
の
詩
人
、
歌
人
、
小
説

家
が
揃
っ
て
、
１
巻
36
句
の
調
べ
を

織
り
な
す
。
古
き
よ
き
歌
こ
と
ば
か

ら
現
代
語
ま
で
、
と
っ
さ
の
受
け
は

縦
横
無
尽
。
独
吟
で
は
な
い
「
座
の

文
学
」
の
愉
し
さ
を
充
分
に
教
え
て

く
れ
る
、
格
好
の
俳
諧
入
門
。

世
界
的
な
バ
ン
ド
「
メ
ガ
デ
ス
」
を

脱
退
し
、
日
本
に
や
っ
て
き
た
マ
ー
テ

ィ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
動
す

る
彼
が
初
め
て
語
る
半
生
と
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ

Ｐ
愛
。
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
極
私
的
Ｔ
Ｏ
Ｐ

40
＆
最
新
ヒ
ッ
ト
１
０
０
曲
解
説
付
き
。

ニック・レーン
みすず書房

小川糸
ポプラ社

食
堂
か
た
つ
む
り

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
進
化
を
決
め
た

衝
撃
的
な
失
恋
の
あ
と
、
倫
子
は

故
郷
に
戻
り
、
実
家
の
離
れ
で
食
堂

か
た
つ
む
り
を
始
め
た
。
こ
こ
の
料

理
を
食
べ
る
と
、
恋
や
願
い
事
が
叶

う
と
い
う
ま
こ
と
し
や
か
な
噂
と
と

も
に
、
食
堂
は
評
判
に
な
る
が
…
。

生
命
進
化
を
操
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

を
手
が
か
り
に
、
生
命
の
起
源
か
ら
人

類
の
現
在
ま
で
の
40
億
年
を
語
り
切
る

科
学
書
。
生
命
の
起
源
、
性
の
起
源
、

老
化
の
原
因
な
ど
、
進
化
の
主
要
な
問

題
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
果
た
す
決
定

的
な
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

ル
ル
と
ラ
ラ
の
い
ち
ご
の
デ
ザ
ー
ト

明
日
は
子
ね
ず
み
サ
ニ
ィ
の
誕
生

日
。
サ
ニ
ィ
は
ね
ず
み
の
お
母
さ
ん

と
、
バ
ー
ス
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お

菓
子
を
ル
ル
と
ラ
ラ
の
店
に
注
文
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ニ
ィ

は
ず
っ
と
下
を
向
い
た
ま
ま
元
気
の

な
い
様
子
で
…
。

庭
に
植
え
た
い
樹
木
図
鑑

樹
木
の
性
質
や
特
徴
、
選
び
方
や

植
え
方
、
管
理
の
方
法
、
楽
し
み
方

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
落
葉

広
葉
樹
、
常
緑
広
葉
樹
、
針
葉
樹
は

も
ち
ろ
ん
、
花
木
、
果
樹
ま
で
を
紹

介
し
た
樹
木
選
び
の
入
門
書
。

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日
○おはなし会 11:00から

蔵
書
点
検
に
よ
る
特
別
休
館

６
月
23
日

か
ら
６
月
30
日

は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま

す
。
期
間
中
の
資
料
の
返
却
は
図

書
館
入
口
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ａ
Ｖ
資
料

（
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
）
は
壊

れ
や
す
い
の
で
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
は
返
却
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。



４
月
27
日
、
常
北
運
動
公
園
ほ
か
町
内
４

会
場
で
第
７
回
城
里
町
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
25
チ
ー
ム
が
出
場
し
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
上
古
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
が
優
勝
し
、
３
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

上
古
内

準
優
勝

オ
ー
ル
阿
波
山
Ａ

第
３
位

オ
ー
ル
長
峰

同

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

6月生
人
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町の人口 5月1日現在

人　数 前月比

人口 22,445人 －47

男 10,959人 －20

女 11,486人 －27

世帯 7,368世帯 ＋ 9

今月の納税
町・県 民 税（1期）
国民健康保険税（2期）
介 護 保 険 料（2期）

納税には、簡単で便利な口
座振替をご利用ください

６月14日生まれ

これからも、いっぱい×２
楽しい思い出を作っていこ
うね！！

野
　
愛
兜

ま
な
と

く
ん
（
下
古
内
）

父
・
正
寛
さ
ん
　
母
・
明
日
美
さ
ん

６月１日生まれ

元気な我が家の王子、りょうち
ゃん。これからも健康ですくす
く育つことを願っています。

小
林
　
遼
真

り
ょ
う
ま

く
ん
（
石
塚
）

父
・
伸
一
さ
ん
母
・
美
由
紀
さ
ん

６月16日生まれ

生まれてきてくれてありがと
う！！これからもお兄ちゃんと
元気に遊んで大きく育ってね。

青
木
　
大
翔

ひ
ろ
と

く
ん
（
上
圷
）

父
・
清
さ
ん
　
母
・
忍
さ
ん

６月17日生まれ

ずっとずっと海杜お兄ち
ゃんと仲良く元気に育っ
てね。

金
長
　
真
杜

ま
な
と

く
ん
（
春
園
）

父
・
潤
二
さ
ん
　
母
・
照
美
さ
ん

６月20日生まれ

いつもニコニコ元気なあ
おいちゃん。お兄ちゃん
と仲良く健康に育ってね。

祐
川
　
藍

あ
お
い

ち
ゃ
ん
（
那
珂
西
）

父
・
祐
一
さ
ん
　
母
・
美
穂
さ
ん

６月23日生まれ

名前をつけたのはお兄ち
ゃん♪いつまでも兄弟で
仲良くね

佐
藤
　
陽
大

あ
き
ひ
ろ

く
ん
（
那
珂
西
）

父
・
欣
司
さ
ん
　
母
・
由
美
子
さ
ん

６月５日生まれ

かわいい唯ちゃん。これ
からも、いっぱい笑顔を
見せてね！

入
江
　
唯ゆ

い

ち
ゃ
ん
（
那
珂
西
）

父
・
昭
喜
さ
ん
　
母
・
恵
さ
ん

６月２日発行

優勝した上古内チーム

◆
人
事
異
動
（
４
月
30
日
付
）

退
任
　
副
町
長
　
大

正
昭




